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１ 平行箇所：『ロンバルドゥス「命題集」註解』第 2巻第 14区分第 1問題第 3項；『定期討論集 
真理について』第 5 問題第 9 項第 14 異論解答；『対異教徒大全』第 2 巻第 70 章；第 3 巻第 23
章；第 24章；『定期討論集 神の能力について』第 6問題第 6項；『神学綱要』第 1部第 171章；
『定期討論集 魂について』第 8問題；『神学大全』第 1部第 70問題第 3項；『アリストテレス
「天地論」註解』第 2巻第 2章第 3講；第 8章第 13講；『四十三項目についての総長ヨハネス・
ヴェルチェリへの解答』第 1～18項；『三十六項目についてのヴェネツィアの講師への解答』第
1項；第 3項；『第十二任意討論集』第 5問題第 2項． 
２ Cf. 偽ディオニュシオス『神名論』第 7章第 3節（PG 3, 872B）「神の知恵は，常に第一次的
存在者の最後のものを第二次的存在者の最初のものと結合し，万物をただ一つの協調と調和に
あるものとして美しくつくりあげるのである」（キリスト教神秘主義著作集 1, p.226）． 






天の諸諸の光体は魂あるものたるのでなくてはならぬ」（神学大全 5, p.100）． 
４ Cf. アリストテレス『天について』第 2 巻第 12 章 292b17-19「あらゆるものにとって，かの
目的に達することが断然最善なのであるが，達しない場合にはいつでも，最善のあり方に近け
れば近いほど善い」（アリストテレス全集新 5, p.118）；トマス『アリストテレス「天地論」註解』










６ Cf. アリストテレス『天について』第 2巻第 3章 286a17-18「自然本性に反したものは何一つ
永続的ではない」（アリストテレス全集新 5, p.90）；トマス『アリストテレス「天地論」註解』







７ 「自体的にあるものは他のものを通じてあるものよりも常に先なるものである」（quod est per 
se semper est prius eo quod est per aliud）という類の言説はアリストテレスに由来する．Cf. アリ
ストテレス『自然学』第 8巻第 5章 257a30-31「それ自体として原因であるものは，それ自身も
原因ではあるが他のものに依ってそうであるものよりも，原因として常により先である」（アリ
ストテレス全集旧 3, p.323）．トマスがこのような言説を用いている箇所は次の通り：『対異教徒
大全』第 1巻第 13章；第 2巻第 70章；第 3巻第 46章；『神学大全』第 1部第 20問題第 1項主
文；第 50問題第 6項第 2異論；第 70問題第 3項第 5異論；第 2-1部第 35問題第 6項主文；第
2-2部第 23問題第 6項主文；第 26問題第 12項第 1異論解答；第 27問題第 6項第 1異論解答；
第 34 問題第 2 項主文；第 3 項主文；第 44 問題第 1 項主文；第 162 問題第 6 項主文；第 3 部第
19 問題第 3 項主文；第 36 問題第 4 項第 1 異論；『アリストテレス「自然学」註解』第 8 巻第 5
章（第 9講）第 13節． 
８ Cf. アリストテレス『自然学』第 8巻第 5章 257b12-13「それゆえ，それ自身を動かすものは
〔とにかく何らかの仕方で〕その或る部分が動かし，他の部分が動かされるのである」（アリス
トテレス全集旧 3, p.324）． 






（神学大全 5, pp.100-101）． 
１０ Cf. アウグスティヌス『三位一体論』第 3巻第 4章第 9節（PL 42, 873）「いやしく弱い物体
は精妙で力ある物体によって，ふさわしい秩序の中で支配されるように，すべての物体は生命
の霊によって，また非理性的な生命の霊は理性的な生命の霊によって支配される」（アウグステ
ィヌス著作集 28, p.103）；トマス『神学大全』第 1部第 70問題第 3項主文（L.5, p.180b）「アウ
グスティヌスもやはり，『三位一体論』第三巻において，『如何なる物体も，すべて生命の霊を
通じて（神により宰領される）』というのである」（神学大全 5, p.104）；『四十三項目についての
総長ヨハネス・ヴェルチェリへの解答』第 3 項（L.42, p.328, ll.108-110）「アウグスティヌスは
『三位一体論』第 3 巻で「より粗雑で下位の物体は，何かしらの秩序によって，より精妙で上
位の物体を通じて支配される」と言う」；『三十六項目についてのヴェネツィアの講師への解答』
第 1項（L.42, p.339, ll.14-17）「アウグスティヌスは『三位一体論』第 3巻で「より粗雑で下位の
物体は，何かしらの秩序によって，より精妙で上位の物体を通じて支配される．そのようにし
てすべての物体は生命の理性的霊を通じて支配される」と言う」． 
１１ 「天の運動は本性的である」（motus celi est naturalis）という類の言説はアリストテレスに由
来する．Cf. アリストテレス『自然学』第 2巻第 1章 192b21-23「或るものの「自然」とは，こ
れ〔自然〕がその或るもののうちに第一義的に・それ自体において・そして付帯的にではなし
に・内属しているところのその或るものの運動しまたは静止することの原理であり原因である」
（アリストテレス全集旧 3, p.45）；『天について』第 1巻第 2章 268b14-16「すべての自然的な物
体と大きさはそれら自身によって場所的な動きをもつとわれわれは言う．われわれの主張では
自然がそれらにとっての動きの始原だからである」（アリストテレス全集新 5, p.18）．トマスが




分第 1 問題第 3 項第 1 異論；『対異教徒大全』第 2 巻第 30 章；『神学大全』第 1 部第 70 問題第
3 項第 4異論；第 4異論解答；第 5異論解答；第 2-1部第 6 問題第 5項第 2異論解答；『アリス
トテレス「天地論」註解』第 1巻第 2章（第 3講）第 3節． 
 また，ここの第 7 異論と同様の異論は次の箇所にもある：『ロンバルドゥス「命題集」註解』




１２ Cf. アリストテレス『天について』第 2 巻第 1 章 284a16-17「そのような強制的必然を必要
とするものはすべて，それが永続的であればあるほど，労苦多きものであり，最善の状態から
外れている」（アリストテレス全集新 5, p.83）；トマス『アリストテレス「天地論」註解』第 2巻










おこすことが可能である〕」；トマス『アリストテレス「自然学」註解』第 8巻第 6章（第 13講）






１４ Cf. アヴェロエス『アリストテレス「形而上学」大註解』第 11巻第 48註解（Venetiis, 1562, 
t.8, f.332vL-M）． 
１５ Cf. 同第 25註解（f.310rB-C）． 
１６ Cf. アウグスティヌス『真の宗教について』第 29章第 52節（PL 34, 145）「いかなる生命あ
る実体も自然の法則によって，いかなる生命のない実体よりもまさっている」（アウグスティヌ
ス著作集 2, p.337）．註 3も参照． 







１８ Cf. アヴェロエス『天球の実体について』第 2章（Venetiis, 1562, t.9, f.6rB）． 
１９ Cf. 新共同訳「天の天よ／天の上にある水よ 主を賛美せよ」（第 148編第 4節）． 
２０ Cf. 新共同訳「天は神の栄光を物語り／大空は御手の業を示す」（第 19編第 2節）． 
２１ G&S（p.192）に従って，《XIV》を《XVIII》と読み替える． 
２２ Cf. 新共同訳「天よ、この都のゆえに喜べ」（第 18章第 20節）． 













２４ Cf. ダマスケヌス『正統信仰論』第 2巻第 6章（PG 94, 885A）． 
２５ Cf. 新共同訳「ひとりでわたしは天空を巡り歩き，地下の海の深みを歩き回った」（第 24章
第 5節）． 
２６ 註 36を見よ． 
２７ Cf. アウグスティヌス『神の国について』第 18巻第 41章第 2節（PL 41, 601）「どうしてア
ナクサゴラスは，太陽は赤熱した石であると言って，神であることを否定したために犯罪者に
されてしまったのか，不思議である」（アウグスティヌス著作集 14, p.351）；ディオゲネス・ラ
エルティオス『哲学者列伝』第 2巻（Long, p.60）．また註 36も見よ． 
２８ Cf. プラトン『ティマイオス』38E；39E-40B；アウグスティヌス『神の国について』第 13巻






ス『「スキピオの夢」註解』第 1巻第 14章第 17-19節（Willis, p.58, ll.20-28）；ボエティウス『ポ
ルピュリオス「イサゴーゲー」註解』第 2版第 2巻第 5章（PL 64, 93A）；第 3巻第 4章（103A-
B）；第 4巻第 6章（123B）；第 7章（124B）． 
２９ Cf. アリストテレス『天について』第 2 巻第 2 章 285a29-30「天が生きていて動きの始原を
もつ」（アリストテレス全集新 5, p.87）；第 12 章 292a18-21「いや，われわれは星々についてそ
れらをたんに物体として，すなわち相互の秩序はもってはいるが，生命は全然もっていない物
質単位として考えているのだが，しかしそれらは行為と生命を分けもつものと見なさなければ
ならないのである」（p.116）；トマス『アリストテレス「天地論」註解』第 2巻第 2章（第 3講）
第 2 節（L.3, p.130a）「ところで，天は魂化されていて，運動の原理を持つ．さて，天が魂化さ
れているということをアリストテレスは，『自然学』第八巻で証明されていることに基づいて前





ストテレス「魂について」註解』第 3 巻第 11 章（L.45.1, p.254, ll.113-115）「魂化されていると
アリストテレスが措定する天体は，魂の諸部分の内に知性を持つ」；『アリストテレス「形而上
学」註解』第 12巻第 4講（EMA, p.580b）「実体の類における第一の諸原理は，天体は魂化され
ていると措定するアリストテレスの見解に即せば，魂化された生きている実体である」；第 7講
（p.592ab）． 





る」（第 1章第 6節）． 
３２ Cf. ヒエロニュムス『「コレヘトの言葉」註解』第 1章第 6節（PL 23, 1068C - 1069A）；アル
クイヌス『「コレヘトの言葉」註解』第 1章第 6節（PL 100, 672C）． 
トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第六項 試訳 
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３３ 註 24を見よ． 












ある」（アウグスティヌス著作集 16, p.68）． 





ウグスティヌス著作集 4, p.259）． 













天使の仲間に伍するものであろう，とも語っている」（神学大全 5, pp.101-102）；『定期討論集 神
























３７ Cf. トマス『ロンバルドゥス「命題集」註解』第 2 巻第 8 区分第 1 問題第 1 項主文（SS2, 
p.204）「天使は天球の形相であり天球の数に即して多数化されるのだと措定する哲学者たちの



























３８ 註 16を見よ． 






４０ Cf. トマス『神学大全』第 1 部第 70 問題第 3 項主文（L.5, p.180a）「魂と身体との合一とい
うことは，身体のためではなくして魂のためである．形相が質料のためにあるのではなく，却
ってその逆なのだからである」（神学大全 5, p.102）． 




した移動の原因でないであろうことは明らかである」（アリストテレス全集旧 3, pp.149-150）． 
４２ Cf. トマス『定期討論集 真理について』第 6問題第 3項第 1異論解答（L.22.1, p.186, ll.253-







全』第 1部第 72問題第 1項第 4異論解答（L.5, p.185a）「人間の場合にあっては，多数化のため
の或る特別の根拠が存するからであって，それは，すなわち，選ばれた者の数を満たさんがた
め，そして，『子を生む仕事のうちにいやしくも罪があるなどとはいわせないため』なのである」
（神学大全 5, p.116）． 
４３ 註 10を見よ． 
４４ Cf. グレゴリウス一世『対話』第 4巻第 6章（PL 77, 329B）；トマス『ロンバルドゥス「命
題集」註解』第 2巻第 14区分第 1問題第 3項主文（SS2, p.353）「それゆえ，グレゴリウスは『対
話』第四巻第六章において，「物体的被造物は霊的被造物を通じて統御される」と言う」． 
４５ 次を見よ：本書第 2項主文（L.24.2, pp.26-27, ll.252-257）「それゆえ，上述のグレゴリウスが
言及するように，人間は魂と身体の複合体ではなくて，人間は身体を使用する魂であるとプラ
トンは主張した」（石田 2014b, p.143）．ただし引用にあたっては訳を改めた． 
４６ Cf. アリストテレス『魂について』第 2 巻第 1 章 413a9「しかしさらに，船員の船に対する
関係のような意味において魂が身体の終極実現状態なのであるかどうかは，いまだ明らかでは
ない」（アリストテレス全集新 7, p.68）；トマス『アリストテレス「魂について」註解』第 2 巻




ンバルドゥス「命題集」註解』第 1 巻第 8 区分第 5 問題第 3 項主文（SS1, p.233）「彼らは，例
えば船乗りが船においてあるようにしてあたかもたんに動原であるだけで形相ではないかのよ
うに，魂が場所においてあるようにして身体においてあると想像した」；第 2巻第 1区分第 2問
題第 4項第 3異論解答（SS2, p.53）「プラトンは，ニュッサのグレゴリオスが語るように，船乗
りが船においてあるようにして動原が可動的なものにおいてあるのと同様に，魂は身体におい
てあると措定した」；第 8区分第 1問題第 2項第 1異論解答（p.207）「そのような想定は，船乗
りの船に対するような動原の動かされるものに対する何らかの合一に限定される」；『対異教徒




て』第 11問題主文（L.24.1, p.98, ll.160-163）「プラトンは，船乗りが船においてあるようにして
魂が身体においてあると言うことで，魂はただ動原としてのみ身体と合一するのであって形相









のである」（中世思想原典集成 14, p.510）． 



























トテレス全集新 7, p.174）． 




はそのような器官はまったく存在しない」（アリストテレス全集新 7, p.146）． 
４９ Cf. トマス『四十三項目についての総長ヨハネス・ヴェルチェリへの解答』第 3 項（L.42, 
p.328, ll.99-101）「しかし，天体が霊的被造物によって動かされるということは聖人ないし哲学
者の誰によっても否定されなかったと読み継がれていたと私は記憶しております」． 
５０ Cf. アウグスティヌス『「創世記」逐語註解』第 2巻第 18章第 38節（PL 34, 279-280）． 
５１ Cf. アヴェロエス『アリストテレス「自然学」大註解』第 1巻第 92註解（Venetiis, 1562, t.4, 
f.65E-F）；アルベルトゥス・マグヌス『「天地について」註解』第 1巻第 3論考第 8章（Col. t.5.1, 
p.73, ll.35-37）． 
５２ Cf. アヴェロエス『アリストテレス「天地について」大註解』第 1 巻 12-14（Venetiis, 1562, 
t.5, f.9v-11r）． 
５３ Cf. アウグスティヌス『三位一体論』第 3巻第 8章第 13節（PL 42, 875）「けれども，可視的
なものの質料はあの叛いた天使たちに仕えてその指示に従うのではなく，むしろ神に仕えるの
だと考えなければならない．神を高き霊的な御座にいます不変の方として判断する限り，天使
たちの権能は神から与えられるのである」（アウグスティヌス著作集 28, p.107）． 




５５ Cf. アヴェロエス『天球の実体について』第 1章（Venetiis, 1562, t.9, f.5vG-H）． 
５６ Cf. 同上（f.5vH）． 
５７ Cf. アヴェロエス『アリストテレス「形而上学」大註解』第 11巻第 44註解（Venetiis, 1562, 
t.8, f.318vH-I）． 
５８ Keeler（p.81）によれば，『「命題集」註解』第 2巻第 14区分第 1問題第 3項や『定期討論集 
真理について』第 5問題第 9項第 14異論解答では，トマスは霊的実体を天体の形相と見なそう
とはしない．それに対して，『対異教徒大全』第 2 巻第 72 章や『定期討論集 魂について』第
8 問題第 3 異論解答では霊的実体を天体の形相と見なそうとする姿勢が見られる．しかしなが
トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第六項 試訳 
62 
 
ら，この箇所や『神学大全』第 1部第 70問題第 3項では，再び霊的実体を天体の形相とは見な
そうとしない姿勢を取っている． 
５９ Cf. 同第 7巻第 31註解（f.181rF）． 
６０ Cf. トマス『「命題集」註解』第 2巻第 15区分第 1問題第 2項主文（SS2, p.372）「ところで，
天体の運動における霊的実体の力が残されており，それは，動原の力が道具において残される
ような仕方である」；『定期討論集 真理について』第 5問題第 10項第 4異論解答（L.22.1, p.171, 
ll.214-219）「霊的作用者の道具が霊的力によって働くのは，物体的力によって働くことからのみ
である．ところで，物体的力によって天体は物体に対してのみ働くことができる」（真理論 , 





















ことはありえない」；第 6問題第 6項第 10異論解答（p.176b）「天体は魂化されていないとはい
え，道具が主要な能動者の力によってそうであるのと同様にそれの力によって天体が能動する
ような生きている分離実体から動かされる」；『神学大全』第 1部第 70問題第 3項第 3異論解答
（L.5, p.181ab）「天体は動かされて動かすものゆえ，それは根源的能動者のちからにおいて能動
するところの「道具」という性格を持っている」（神学大全 5, p.105）；『アリストテレス「形而
上学」註解』第 12巻第 9講（EMA, p.598b）「そして天体はいわば動かす分離実体の道具である
のだから，より上位の天球を動かす実体はより普遍的な懐念と力に属す」；『神学綱要』第 1 部












６１ 註 24を見よ． 




６３ ダマスケヌスについては註 24を見よ．Cf. ボナヴェントゥラ『「命題集」註解』第 2巻第 14
区分第 1部第 3項第 2問題第 4異論解答（QR, 2, p.349）． 
６４ 註 30を見よ． 
６５ Cf. ダマスケヌス『正統信仰論』第 2巻第 4章（PG 94, 873C-875A）；トマス『神学大全』第
1部第 63問題第 7項主文（L.5, p.136a）「ダマスケヌスが，罪をおかした天使たちのうちの上位
者も『地上の秩序を司る長上』たる天使でしかなかった旨を説いているのはこのためである」
（神学大全 4, p.393）． 
６６ Cf. グレゴリウス『福音書教話』第 2 巻第 34 教話（PL 76, 1250 B-C）；トマス『神学大全』
第 1部第 63問題第 7項反対異論（L.5, p.136）「グレゴリウスは『百頭の小羊についての教話』
のなかで語っている．『（罪をおかした）最初の天使は，天使の全軍団をひきいる長上として彼
らの光輝を凌駕していたがゆえに，彼らと比較すればそのいずれにもまして輝やかしい者であ
った．』と」（神学大全 4, p.393）． 
６７ G&S（p.192）に従って，《IV》を《VIII》と読み替える． 
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